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一
　
問
題
の
所
在

担
保
物
権
の
通
有
性
と
し
て
物
上
代
位
性
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
物
上
代

位
は
本
質
的
か
特
別
の
効
力
な
の
か
。
バ
ブ
ル
経
済
後
の
抵
当
権
に
関
す

る
判
決
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
結
果
的
に
は
時
代
と
経
済
的
な
要
請
に

基
づ
く
判
断
で
処
理
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
非
典
型
担
保
＝
担
保
契
約
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
既
に
最
高
裁
平
成
11
年
５
月
17
決
定
（
以
下
、

11
年
決
定
と
記
す
）
は
、
譲
渡
担
保
権
に
つ
き
物
上
代
位
を
認
め
た
。
も

っ
と
も
、
こ
の
判
決
は
、
信
用
状
（
Ｌ
／
Ｃ
）
取
引
に
よ
っ
て
商
品
を
輸

入
し
た
企
業
に
対
し
て
融
資
し
た
信
用
状
発
行
銀
行
が
輸
入
貨
物
を
譲
渡

担
保
と
し
て
取
得
し
、
当
該
貨
物
を
販
売
す
る
権
限
を
輸
入
業
者
に
与
え

て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
輸
入
企
業
が
破
産
し
た
後
の
、
信
用
状
開
設
銀

行
に
よ
る
輸
入
貨
物
の
売
却
代
金
に
対
す
る
物
上
代
位
に
つ
い
て
、
理

由
・
構
造
を
示
す
こ
と
な
く
物
上
代
位
を
認
め
た
た
め
、
事
例
判
決
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る（１）

。
そ
の
後
、
譲
渡
担
保
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
が
ど

の
よ
う
な
内
容
の
合
意
を
し
て
い
れ
ば
譲
渡
担
保
と
し
て
法
性
決
定
す
る

の
か
に
つ
き
、
平
成
18
年
に
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
的
な
二
つ
の
判
決
が

出
さ
れ
た（２）

。
ま
た
、
そ
の
中
で
、
集
合
動
産
に
つ
い
て
は
、
設
定
者
に

「
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
」
で
の
処
分
権
限
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
以
下
、
18
年
判
決
と
記
す
）。

バ
ブ
ル
経
済
後
の
資
産
流
動
化
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
地
域
密
着

型
金
融
の
推
進
に
伴
い
、
か
つ
て
は
危
機
対
応
型
と
警
戒
さ
れ
て
い
た
譲

渡
担
保
は
、
と
り
わ
け
集
合
動
産
に
つ
い
て
は
正
常
業
務
型
と
し
て
、
今

や
各
地
で
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る（３）

。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
22
年

12
月
２
日
に
11
年
決
定
と
同
じ
く
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
に
対

し
て
な
さ
れ
た
執
行
異
議
に
関
し
て
最
高
裁
が
決
定
（
抗
告
棄
却
）
を
行

っ
た
（
以
下
、
本
決
定
と
記
す
）（４）

。
本
決
定
が
11
年
決
定
と
異
な
る
の
は
、

第
一
に
、
個
別
動
産
で
は
な
く
集
合
物
を
客
体
と
す
る
場
合
、
第
二
に
、

処
分
に
よ
る
代
替
物
で
は
な
く
保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
を
代
位
の
対

象
と
す
る
場
合
、
の
物
上
代
位
の
可
否
で
あ
る
。
な
お
、
既
に
11
年
決
定

の
評
釈
に
お
い
て
集
合
動
産
に
お
け
る
物
上
代
位
の
可
否
が
言
及
さ
れ（５）

、

保
険
金
に
関
し
て
は
、
山
野
目
教
授
に
よ
り
動
産
の
滅
失
と
損
傷
に
つ
い

て
も
設
定
者
に
帰
属
す
る
債
権
に
譲
渡
担
保
権
者
が
物
上
代
位
し
得
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
た（６）

。

判
例
研
究

譲
渡
担
保
が
設
定
さ
れ
た

集
合
物
が
滅
失
し
、
設
定
者
が

廃
業
し
た
後
の
譲
渡
担
保
権
者
に
よ
る

保
険
金
請
求
権
に
対
す
る
物
上
代
位

（
最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
平
成
22
年
12
月
２
日
決
定
）

田
　
村
　
耕
　
一
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二
　
事
実
及
び
最
高
裁
決
定
（
以
下
の
〈
〉
は
筆
者
補
足
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
は
最
高
裁
決
定
文
の
ま
ま
）

１
　
本
件
は
、
構
成
部
分
の
変
動
す
る
集
合
動
産
を
目
的
と
す
る
集
合
物

譲
渡
担
保
権
者
で
あ
る
相
手
方
が
、
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
権

の
行
使
と
し
て
、
担
保
の
目
的
で
あ
る
養
殖
魚
の
滅
失
に
よ
り
譲
渡
担
保

権
設
定
者
で
あ
る
抗
告
人
が
取
得
し
た
共
済
金
請
求
権
の
差
押
え
の
申
立

て
を
し
た
事
案
で
あ
る
。

２
　
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
経
緯
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
平
成
19
年
12
月
13
日
に
養
殖
業
を
営
む
抗
告
人
と
金
融
機
関
で
あ
る
相

手
方
の
間
に
金
融
取
引
約
定
書
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
養
殖
魚
の
餌

代
を
調
達
す
る
た
め
に
複
数
回
に
渡
り
手
形
貸
付
が
行
わ
れ
た
結
果
、
元

金
約
４
千
５
百
万
円
、
利
息
約
５
百
万
円
で
あ
っ
た
。〉

（１）

抗
告
人
は
、
魚
の
養
殖
業
を
営
ん
で
い
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
20
年

12
月
９
日
及
び
平
成
21
年
２
月
25
日
、
相
手
方
と
の
間
で
、
原
々
決
定
別

紙
１
な
い
し
８
記
載
の
各
養
殖
施
設
（
以
下
「
本
件
養
殖
施
設
」
と
い
う
。）

及
び
本
件
養
殖
施
設
内
の
養
殖
魚
に
つ
い
て
、相
手
方
を
譲
渡
担
保
権
者
、

抗
告
人
を
譲
渡
担
保
権
設
定
者
と
し
、
相
手
方
が
抗
告
人
に
対
し
て
有
す

る
貸
金
債
権
を
被
担
保
債
権
と
す
る
譲
渡
担
保
権
設
定
契
約
を
締
結
し
た

（
以
下
、
同
契
約
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
譲
渡
担
保
権
を
「
本
件
譲
渡
担
保

権
」
と
い
う
。）。
そ
の
設
定
契
約
に
お
い
て
は
、
抗
告
人
が
本
件
養
殖
施

設
内
の
養
殖
魚
を
通
常
の
営
業
方
法
に
従
っ
て
販
売
で
き
る
こ
と
、
そ
の

場
合
、
抗
告
人
は
、
こ
れ
と
同
価
値
以
上
の
養
殖
魚
を
補
充
す
る
こ
と
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

（２）

平
成
21
年
８
月
上
旬
こ
ろ
、
本
件
養
殖
施
設
内
の
養
殖
魚
２
５
１
０

匹
が
赤
潮
に
よ
り
死
滅
し
、
抗
告
人
は
、
熊
本
県
漁
業
共
済
組
合
と
の
間

で
締
結
し
て
い
た
漁
業
共
済
契
約
に
基
づ
き
、
熊
本
県
漁
業
共
済
組
合
に

対
し
、
同
養
殖
魚
の
滅
失
に
よ
る
損
害
を
て
ん
補
す
る
た
め
に
支
払
わ
れ

る
共
済
金
に
係
る
漁
業
共
済
金
請
求
権
（
以
下
「
本
件
共
済
金
請
求
権
」

と
い
う
。）
を
取
得
し
た
。

（３）

抗
告
人
は
、
上
記
の
赤
潮
被
害
発
生
後
、
相
手
方
か
ら
新
た
な
貸
付

け
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
同
年
９
月
４
日
、
養
殖
業
を
廃
止
し

た
。

〈
原
々
決
定
に
よ
る
と
、
同
年
９
月
15
日
よ
り
抗
告
人
は
債
務
履
行
を
遅

滞
し
て
お
り
、
金
融
取
引
約
定
書
の
約
旨
に
基
づ
き
、
同
年
10
月
20
日
を

も
っ
て
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
た
。〉

（４）

相
手
方
は
、
同
年
10
月
23
日
、
本
件
譲
渡
担
保
権
の
実
行
と
し
て
、

本
件
養
殖
施
設
及
び
本
件
養
殖
施
設
内
に
残
存
し
て
い
た
養
殖
魚
を
売
却

し
、
そ
の
売
却
代
金
を
抗
告
人
に
対
す
る
貸
金
債
権
に
充
当
し
た
。

（５）

相
手
方
は
、
平
成
22
年
１
月
29
日
、
熊
本
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
上

記
の
充
当
後
の
貸
金
残
債
権
を
被
担
保
債
権
と
し
、
本
件
譲
渡
担
保
権
に

基
づ
く
物
上
代
位
権
の
行
使
と
し
て
、
本
件
共
済
金
請
求
権
の
差
押
え
の

申
立
て
を
し
た
。
同
年
２
月
３
日
、
熊
本
地
方
裁
判
所
は
、
同
申
立
て
に

基
づ
き
債
権
差
押
命
令
を
発
付
し
た
。

抗
告
人
は
、
本
件
共
済
金
請
求
権
に
本
件
譲
渡
担
保
権
の
効
力
は
及
ば

な
い
な
ど
と
し
て
、
上
記
命
令
の
取
消
し
を
求
め
る
執
行
抗
告
を
し
た
。

〈
原
審
に
よ
る
と
、
同
年
２
月
８
日
に
抗
告
人
は
熊
本
県
漁
業
共
済
組
合
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に
対
し
、
共
済
事
故
関
係
書
類
を
提
出
し
て
漁
業
共
済
金
請
求
手
続
き
を

取
っ
た
。
熊
本
県
漁
業
共
済
組
合
は
、
物
上
代
位
の
差
押
の
通
知
を
先
に

受
け
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
。〉

３
　
原
審
は
、
抗
告
人
が
本
件
共
済
金
請
求
権
を
取
得
し
た
こ
と
は
通
常

の
営
業
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
、
本
件
譲
渡
担
保
権
の
効
力
は
本
件
共

済
金
請
求
権
に
及
び
、
相
手
方
は
、
養
殖
魚
が
滅
失
し
た
時
点
以
降
、
本

件
共
済
金
請
求
権
に
対
し
て
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
、
抗
告
人
の
執
行
抗
告
を
棄
却
し
た
。

４
　
構
成
部
分
の
変
動
す
る
集
合
動
産
を
目
的
と
す
る
集
合
物
譲
渡
担
保

権
は
、
譲
渡
担
保
権
者
に
お
い
て
譲
渡
担
保
の
目
的
で
あ
る
集
合
動
産
を

構
成
す
る
に
至
っ
た
動
産
（
以
下
「
目
的
動
産
」
と
い
う
。）
の
価
値
を

担
保
と
し
て
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
効
力
は
、
目
的
動
産
が

滅
失
し
た
場
合
に
そ
の
損
害
を
て
ん
補
す
る
た
め
に
譲
渡
担
保
権
設
定
者

に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
損
害
保
険
金
に
係
る
請
求
権
に
及
ぶ
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
構
成
部
分
の
変
動
す
る
集
合
動
産
を
目
的

と
す
る
集
合
物
譲
渡
担
保
契
約
は
、
譲
渡
担
保
権
設
定
者
が
目
的
動
産
を

販
売
し
て
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
譲

渡
担
保
権
設
定
者
が
通
常
の
営
業
を
継
続
し
て
い
る
場
合
に
は
、
目
的
動

産
の
滅
失
に
よ
り
上
記
請
求
権
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
対
し
て

直
ち
に
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が
合
意
さ
れ
て
い
る

な
ど
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
譲
渡
担
保
権
者
が
当
該
請
求
権
に
対

し
て
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。

上
記
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
相
手
方
が
本
件
共
済
金
請
求
権
の
差
押
え

を
申
し
立
て
た
時
点
に
お
い
て
は
、
抗
告
人
は
目
的
動
産
で
あ
る
本
件
養

殖
施
設
及
び
本
件
養
殖
施
設
内
の
養
殖
魚
を
用
い
た
営
業
を
廃
止
し
、
こ

れ
ら
に
対
す
る
譲
渡
担
保
権
が
実
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、

抗
告
人
に
お
い
て
本
件
譲
渡
担
保
権
の
目
的
動
産
を
用
い
た
営
業
を
継
続

す
る
余
地
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
相
手
方
が
、
本
件
共

済
金
請
求
権
に
対
し
て
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
抗
告
人
の
執
行
抗
告
を
棄
却
し
た
原
審
の
判
断
は
、
結

論
に
お
い
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文
の
と
お
り
決
定
す
る
。

三
　
原
審
決
定
と
最
高
裁
決
定
の
比
較

１
　
福
岡
高
等
裁
判
所
平
成
22
年
３
月
17
日
決
定

抗
告
人
が
争
っ
た
の
は
、
第
一
に
、
実
行
に
よ
り
譲
渡
担
保
権
は
消
滅

し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
後
の
物
上
代
位
は
前
提
を
欠
く
、
第
二
に
、
集
合

動
産
譲
渡
担
保
に
お
い
て
は
設
定
者
に
処
分
権
限
が
あ
る
か
ら
、
目
的
物

が
固
定
化
す
る
ま
で
物
上
代
位
で
き
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
原
審
は
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

「
（１）

ま
ず
、
抗
告
人
は
、
相
手
方
が
平
成
21
年
10
月
23
日
に
本
件
譲

渡
担
保
契
約
の
目
的
物
を
売
却
し
た
こ
と
に
よ
り
、
譲
渡
担
保
権
は
既
に

消
滅
し
て
い
る
と
主
張
す
る
が
、
一
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
①
相
手
方
が
物
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上
代
位
の
対
象
と
し
て
主
張
す
る
漁
業
共
済
金
請
求
権
は
、
平
成
21
年
８

月
上
旬
こ
ろ
、
赤
潮
被
害
に
よ
り
養
殖
魚
が
死
亡
し
た
こ
と
を
原
因
と
し

て
、
抗
告
人
が
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
前
記
売
買
契
約
の
目
的

と
さ
れ
た
の
は
、
養
殖
筏
等
の
養
殖
施
設
一
式
及
び
当
時
残
存
し
て
い
た

養
殖
魚
（
入
札
の
際
、
対
象
物
件
に
つ
い
て
は
、
抗
告
人
の
自
己
申
告
に

基
づ
き
同
年
８
月
31
日
現
在
の
養
殖
魚
の
明
細
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。）

で
あ
る
こ
と
、
③
相
手
方
は
、
前
記
売
却
代
金
の
充
当
に
よ
っ
て
、
被
担

保
権
﹇
マ
マ
﹈

全
額
の
満
足
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
、
一
般
に
、
譲
渡
担
保
が
担
保
と
し
て
の
実
質
を
有
し
て
い
る

こ
と
に
照
ら
し
、
譲
渡
担
保
の
目
的
物
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
金
銭
等

に
変
形
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
担
保
権
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
譲

渡
担
保
は
当
該
代
替
物
で
あ
る
金
銭
や
債
権
の
上
に
存
続
す
る
も
の
と
認

め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
本
件
譲
渡
担
保
権
は
、
前
記
目
的
物
の
売
却
に

よ
り
消
滅
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
前
記
目
的
物
の
売
却
前
に
発
生
し
た

代
替
物
で
あ
る
漁
業
共
済
金
請
求
権
の
上
に
（
集
合
物
譲
渡
担
保
の
特
質

か
ら
物
上
代
位
が
で
き
る
時
期
に
つ
い
て
は
別
途
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
は
別
と
し
て
）
存
続
し
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（２）

次
に
、
抗
告
人
は
、
集
合
物
譲
渡
担
保
の
性
質
上
、
譲
渡
担
保
権

者
は
、
譲
渡
担
保
権
の
目
的
物
が
固
定
化
す
る
ま
で
物
上
代
位
で
き
な
い

か
ら
、
抗
告
人
が
養
殖
業
を
廃
業
す
る
以
前
に
発
生
し
た
漁
業
共
済
金
請

求
権
を
、
本
件
譲
渡
担
保
権
に
よ
り
差
し
押
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

主
張
す
る
。

確
か
に
、
集
合
物
譲
渡
担
保
に
お
い
て
は
、
集
合
物
を
構
成
す
る
個
々

の
動
産
に
つ
き
、
設
定
者
に
よ
っ
て
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
処
分
が
な

さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
設
定
者
に
は
新
た
な
動
産
の
補
充
が
義

務
付
け
ら
れ
、
新
た
に
補
充
さ
れ
た
動
産
に
対
し
て
譲
渡
担
保
権
の
効
力

が
及
ぶ
た
め
、
譲
渡
担
保
権
者
は
、
担
保
価
値
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
、
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
に
お
い
て
処
分
さ
れ
た
動
産
に
対
し

て
は
、
譲
渡
担
保
権
の
効
力
は
及
ば
な
く
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
処

分
に
か
る
﹇
マ
マ
﹈

売
買
代
金
債
権
等
に
つ
き
、
物
上
代
位
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
集
合
物
を
構
成
す
る
個
々
の
動
産
に
つ
い
て
、
通
常

の
営
業
の
範
囲
を
超
え
る
処
分
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
然
に
新
た
な

動
産
が
補
充
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、担
保
価
値
の
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、

個
々
の
動
産
の
代
替
物
な
い
し
派
生
物
に
対
し
て
譲
渡
担
保
権
の
効
力
を

及
ぼ
す
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
物
上
代
位
権
の
行
使
を
認
め
て
も
、
譲
渡

担
保
権
者
の
把
握
す
る
担
保
価
値
が
拡
大
し
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に
不
測

の
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

一
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
①
抗
告
人
は
、
平
成
21
年
８
月
上
旬
こ
ろ
に
発

生
し
た
赤
潮
に
よ
り
、
養
殖
魚
２
５
１
０
匹
が
死
亡
す
る
被
害
を
受
け
、

こ
れ
に
よ
っ
て
漁
業
共
済
金
請
求
権
を
取
得
し
た
こ
と
、
②
抗
告
人
は
、

養
殖
魚
の
餌
代
を
調
達
す
る
た
め
に
、
相
手
方
か
ら
繰
り
返
し
手
形
貸
付

を
受
け
て
い
た
が
、
赤
潮
発
生
後
、
相
手
方
か
ら
今
後
の
貸
付
は
行
わ
な

い
と
告
げ
ら
れ
た
た
め
、
同
年
９
月
４
日
に
廃
業
し
た
こ
と
、
③
相
手
方

は
、
同
年
10
月
23
日
、
養
殖
筏
等
の
養
殖
施
設
一
式
及
び
当
時
残
存
し
て

い
た
養
殖
魚
を
売
却
処
分
し
た
こ
と
、
④
抗
告
人
は
、
平
成
22
年
２
月
８
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日
、
第
三
債
務
者
に
対
し
、
共
済
事
故
関
係
書
類
を
提
出
し
て
、
漁
業
共

済
金
請
求
手
続
を
取
っ
た
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
抗
告

人
が
漁
業
共
済
金
請
求
権
を
取
得
し
た
の
は
、
通
常
の
営
業
の
範
囲
を
超

え
る
処
分
と
い
う
ベ
き
で
あ
る
し
、
抗
告
人
に
お
い
て
、
前
記
赤
潮
被
害

発
生
後
、
新
た
に
養
殖
魚
を
補
充
し
た
形
跡
が
な
い
（
し
た
が
っ
て
、
そ

の
後
、
赤
潮
被
害
に
よ
っ
て
毀
損
さ
れ
た
担
保
価
値
が
回
復
し
た
と
は
認

め
ら
れ
ず
、
漁
業
共
済
金
請
求
権
に
対
す
る
物
上
代
位
権
の
行
使
を
認
め

て
も
、
担
保
価
値
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
一
般
債
権
者
等
に
不
測
の
損
害
を

与
え
る
こ
と
は
な
い
。）
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
赤
潮
被
害
が
発
生
し
た

時
点
に
お
い
て
、抗
告
人
が
直
ち
に
廃
業
を
決
意
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

赤
潮
被
害
発
生
後
、通
常
の
営
業
が
継
続
し
て
い
た
と
は
認
め
難
い
か
ら
、

本
件
譲
渡
担
保
契
約
の
目
的
物
は
、
赤
潮
被
害
発
生
時
に
実
質
的
に
固
定

化
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
譲
渡
担
保
権
の
効
力
は
、
物
上
代
位
に
よ
り
漁
業

共
済
金
請
求
権
の
上
に
及
ぶ
う
え
、
そ
の
行
使
に
つ
い
て
も
上
記
固
定
化

に
よ
っ
て
当
然
許
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
漁
業
共
済

金
請
求
権
に
対
す
る
差
押
え
を
認
め
た
原
命
令
が
違
法
で
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。」

２
　
両
決
定
の
比
較

ま
ず
、
第
一
の
実
行
に
よ
る
消
滅
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
譲
渡
担
保
の

一
般
論
と
し
て
担
保
と
し
て
の
実
質
か
ら
価
値
代
替
物
の
上
に
「
存
続
」

す
る
た
め
譲
渡
担
保
権
は
消
滅
し
て
い
な
い
と
述
べ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、

最
高
裁
は
、
目
的
が
集
合
物
で
あ
る
と
き
は
目
的
動
産
の
価
値
を
担
保
と

し
て
把
握
す
る
と
し
て
、
集
合
物
と
い
う
点
か
ら
「
効
力
が
及
ぶ
」
と
説

示
し
て
い
る
。
原
審
は
「
譲
渡
担
保
の
存
続
」
と
し
て
債
権
自
体
が
客
体

の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
最
高
裁
で
は
「
効
力
は
請
求
権
に

及
ぶ
」
と
物
上
代
位
で
用
い
ら
れ
る
通
常
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

最
高
裁
で
は
、
譲
渡
担
保
の
実
行
に
よ
る
消
滅
に
つ
い
て
は
直
接
の
言
及

が
な
く
、
第
一
と
第
二
の
点
に
分
け
た
考
察
・
説
示
を
採
っ
て
い
な
い
。

原
審
は
第
一
の
点
で
は
譲
渡
担
保
の
性
質
か
ら
、
第
二
の
点
で
は
集
合
物

の
性
質
か
ら
結
論
付
け
て
い
た
が
、
最
高
裁
は
集
合
物
の
問
題
と
し
て
理

論
を
一
貫
さ
せ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
仮
に
原
審
が
第
一

の
点
で
い
う
譲
渡
担
保
と
は
集
合
物
を
目
的
と
す
る
譲
渡
担
保
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
原
審
と
最
高
裁
は
同
じ
方
向
で
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
反
対
に
最
高
裁
は
、
大
前
提
に
続
く
事

実
判
断
の
部
分
に
お
い
て
、
営
業
の
廃
止
後
に
営
業
を
継
続
す
る
余
地
が

な
か
っ
た
根
拠
と
し
て
養
殖
施
設
に
対
す
る
譲
渡
担
保
が
実
行
さ
れ
た
こ

と
を
理
由
と
挙
げ
る
中
で
「
実
行
さ
れ
て
い
た
」
と
明
確
に
完
了
形
で
述

べ
る
た
め
、
実
行
後
に
さ
ら
に
物
上
代
位
権
の
行
使
を
認
め
た
と
い
う
こ

と
は
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
第
二
の
物
上
代
位
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
集
合
物
で
あ
る
点
を

指
摘
し
た
上
で
、
個
々
の
動
産
が
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
処
分
さ
れ
た

か
ら
、
あ
る
い
は
集
合
物
か
ら
の
離
脱
や
公
示
の
点
か
ら
、
効
力
が
及
ば

な
く
な
る
、
と
い
う
筋
道
で
は
な
く
、
新
た
に
補
充
さ
れ
た
動
産
に
効
力

が
及
び
担
保
価
値
の
維
持
が
図
ら
れ
る
か
ら
、
処
分
さ
れ
た
動
産
に
効
力
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が
及
ば
な
く
な
る
、
と
述
べ
て
、
補
充
に
よ
る
価
値
の
維
持
を
理
由
と
し

て
物
上
代
位
を
否
定
す
る
。
確
か
に
、
原
審
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
新
た

に
補
充
さ
れ
た
動
産
に
よ
り
集
合
物
の
価
値
が
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
処
分
さ
れ
た
動
産
は
客
体
か
ら
外
れ
て
権
限
は
及
ば
な
い
し
及
ぼ
す

必
要
も
な
い
。
し
か
し
、
原
審
自
身
が
補
充
さ
れ
な
い
場
合
を
指
摘
す
る

よ
う
に
、
集
合
物
に
お
け
る
動
産
の
補
充
は
担
保
価
値
維
持
義
務
と
い
う

担
保
契
約
＝
債
権
法
の
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
動
産
へ
の
追
及
効
及

び
物
上
代
位
の
問
題
は
物
権
法
の
問
題
で
あ
り
、
直
結
す
る
問
題
で
は
な

い
。
そ
う
す
る
と
、
原
審
は
、
本
来
は
物
上
代
位
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
、
集
合
物
に
お
い
て
は
補
充
さ
れ
る
が
故
に
物
上
代
位
が
認
め
ら

れ
な
い
と
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
、
集
合
物
＝
価
値
の
把
握

と
い
う
視
点
が
貫
か
れ
て
い
る
。
最
高
裁
も
、
出
発
点
を
集
合
物
に
据
え

た
上
で
、
価
値
を
担
保
と
し
て
把
握
す
る
か
ら
効
力
が
保
険
金
請
求
権
に

及
ぶ
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

し
か
し
、
原
審
が
基
準
と
し
て
「
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
」
を
用
い
て

場
合
を
分
け
る
の
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
、「
通
常
の
営
業
を
継
続
し
て

い
る
場
合
に
は
、
…
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
、

効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
原
則
と
し
つ
つ
「
行
使
が
許
さ
れ
な
い
」
と
修
正
す

る
。
さ
ら
に
、
原
審
で
は
、
物
上
代
位
の
対
象
が
個
々
の
動
産
の
価
値
代

替
物
で
あ
る
か
ら
事
後
的
な
評
価
で
は
あ
る
が
「
固
定
化
」
に
言
及
す
る

の
に
対
し
て
、
最
高
裁
で
は
固
定
化
に
言
及
が
な
い
（
も
っ
と
も
、
原
審

は
固
定
化
が
不
可
避
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
固
定
化
済
み
で
あ
る

と
し
て
結
論
を
正
当
化
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
も
読
め
る
）。

理
論
展
開
と
し
て
、
原
審
が
、「
譲
渡
担
保
存
続→

通
常
の
営
業
の
範

囲
内
の
処
分
の
売
買
代
金
等
に
は
物
上
代
位
で
き
な
い→

共
済
金
請
求
権

は
通
常
の
営
業
の
範
囲
を
超
え
た
処
分
で
補
充
も
な
い→

本
件
で
は
実
質

的
に
固
定
化
し
て
い
る→

結
論
と
し
て
物
上
代
位
可
能
」
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
最
高
裁
は
、「
集
合
物
は
構
成
動
産
の
価
値
を
把
握
す
る
か
ら
効

力
は
損
害
保
険
請
求
権
に
及
ぶ→

営
業
が
継
続
す
る
限
り
物
上
代
位
を
行

使
で
き
な
い→

本
件
で
は
物
上
代
位
の
差
押
時
に
既
に
廃
業→

結
論
と
し

て
物
上
代
位
可
能
」
と
し
て
い
る
。
本
件
は
結
論
と
し
て
は
原
則
が
妥
当

す
る
場
面
で
は
な
い
が
、
最
高
裁
は
、
む
し
ろ
原
則
を
示
し
た
点
に
特
徴

を
有
す
る
。
し
か
し
、
実
行
済
で
あ
る
点
、
固
定
化
に
触
れ
な
い
点
は
、

解
明
が
必
要
で
あ
る
。

四
　
検
討
―
最
高
裁
決
定
の
構
造
と
射
程

本
決
定
は
「
譲
渡
担
保
権
は
価
値
を
担
保
と
し
て
把
握
す
る
」
と
い
う

点
か
ら
の
み
結
論
を
導
く
た
め
、
あ
た
か
も
動
産
を
把
握
す
れ
ば
そ
こ
か

ら
生
じ
る
債
権
ま
で
一
括
し
て
把
握
す
る
こ
と
へ
の
承
認
に
一
歩
踏
み
出

し
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
も
っ
と
も
、
本
決
定
は
同
一
債
権
を
巡
る

債
権
者
間
の
優
劣
の
問
題
で
は
な
く
、
譲
渡
担
保
と
い
う
形
で
担
保
契
約

を
合
意
し
た
当
事
者
間
の
契
約
内
容
及
び
効
力
の
問
題
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
（１）
合
意
内
容
、
特
に
譲
渡
担
保
の
客
体
は
何
か
、
（２）
保
険
金
に
は

効
力
が
及
ぶ
の
か
、
（３）
及
ぶ
と
し
て
行
使
が
許
さ
れ
る
基
準
は
何
か
、
（４）

性
質
に
反
す
る
よ
う
な
特
約
の
可
否
と
そ
の
特
約
の
解
釈
、
で
あ
る
。
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（１）

譲
渡
担
保
の
客
体

最
判
昭
54
年
２
月
15
日
民
集
33
巻
１
号
51
頁
以
降
、「
目
的
物
の
範
囲

が
特
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
一
個
の
集
合
物
と
し
て
譲
渡
担
保
の
目
的
と

な
り
う
る
」
と
さ
れ
、
目
的
物
＝
個
々
の
動
産
、
目
的
＝
客
体
と
表
現
が

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
個
々
の
動
産
に
つ
き

従
来
の
判
決
で
は
「
構
成
部
分
で
あ
る
動
産
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
が
、

本
決
定
は
、
新
た
に
「
目
的
動
産
」
と
述
べ
、
そ
の
上
で
、
目
的
動
産
の

「
価
値
を
担
保
と
し
て
把
握
す
る
」
と
す
る
。
従
来
の
議
論
と
比
較
す
る

と
、
従
来
は
、「
個
々
の
動
産
の
範
囲
画
定
の
妥
当
性→

集
合
物
と
し
て

認
定
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
本
決
定
は
、「
集
合
物
と
し
て
認
定→

個
々
の
動
産
へ
の
効
力
」
と
し
て
、
集
合
物
と
い
う
点
か
ら
演
繹
的
に
論

じ
る
た
め
、
集
合
物
の
性
質
（
効
力
）
決
定
が
重
要
と
な
る（７）

。

特
定
動
産
を
客
体
と
す
る
場
合
、
目
的
物
滅
失
時
は
代
担
保
と
し
て
担

保
価
値
維
持
義
務
が
履
行
請
求
さ
れ
つ
つ
、
物
権
レ
ベ
ル
で
は
代
替
物
が

物
上
代
位
に
よ
り
把
握
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
集
合
物
を
客
体
と
す

る
と
き
は
、
18
年
判
決
が
述
べ
る
よ
う
に
、
設
定
者
に
は
処
分
権
限
が
あ

る
か
ら
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
の
処
分
で
得
ら
れ
た
代
替
物
に
は
効
力
が

及
ば
な
い
。
ま
た
、
確
か
に
、
原
資
は
個
々
の
動
産
で
し
か
あ
り
得
ず

（
特
定
動
産
で
は
な
い
）、
譲
渡
担
保
権
者
は
、
実
行
時
に
現
存
す
る
個
々

の
動
産
に
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

実
行
前
に
滅
失
し
た
動
産
の
価
値
に
相
当
す
る
補
充
が
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
か
つ
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
実
行
時
の

動
産
で
は
な
い
養
殖
魚
の
滅
失
に
対
す
る
保
険
金
請
求
権
に
対
し
て
効
力

を
及
ぼ
す
た
め
に
は
、
滅
失
し
た
養
殖
魚
に
代
わ
っ
て
保
険
金
請
求
権
が

客
体
と
し
て
存
続
し
て
い
る
と
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
件
で
は
、
代
替
物
と
し
て
の
債
権
ま
で
も
直
接
の
客
体
と
す
る
合
意

は
形
式
的
に
は
存
在
せ
ず
、
債
権
譲
渡
の
手
続
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
物
上
代
位
に
よ
る
確
保
を
認
め
る
と
し
て
も
、
個
々
の
動
産
の
代

替
物
で
あ
れ
ば
固
定
化
が
必
要
と
な
る（８）

。
確
か
に
、
客
体
は
価
値
と
い
う

意
味
は
当
事
者
間
の
契
約
内
容
の
問
題
と
し
て
は
首
肯
で
き
、
設
定
者
に

は
担
保
価
値
維
持
義
務
が
あ
る
。
し
か
し
、
集
合
物
が
客
体
の
と
き
は
、

担
保
価
値
維
持
義
務
の
履
行
と
代
替
物
の
把
握
は
別
問
題
で
あ
り
、
当
事

者
の
意
図
を
持
ち
だ
し
て
も
、
債
権
に
効
力
が
当
然
に
及
ぶ
と
は
言
い
難

い
。
以
上
か
ら
は
、
原
審
が
結
論
を
導
く
た
め
に
「
通
常
の
営
業
の
範
囲

を
超
え
る
」
と
構
成
し
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
で
は
、
本
決
定
は
、
ど

う
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

ま
ず
、
決
定
文
は
、「
集
合
動
産
を
構
成
す
る
個
々
の
動
産
（
原
決
定
）」

で
は
な
く
「
構
成
す
る
に
至
っ
た
動
産
」
を
新
し
く
「
目
的
動
産
」
と
述

べ
る
た
め
、具
体
的
効
力
は
実
行
時
に
現
存
す
る
動
産
に
生
じ
る
の
だ
が
、

当
事
者
間
の
処
分
行
為
（
合
意
内
容
）
と
し
て
は
「
至
っ
た
」
＝
代
謝
し

て
い
く
総
て
の
動
産
の
価
値
を
把
握
す
る
と
し
て
、
価
値
枠
的
な
理
解
を

採
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
（２）
で
述
べ
る
よ
う
な
保
険
契
約
に

関
す
る
原
則
を
述
べ
る
た
め
で
あ
り
、
総
て
の
譲
渡
担
保
に
演
繹
す
る
趣

旨
と
は
思
わ
れ
な
い
。

あ
る
い
は
、
集
合
物
に
着
目
す
る
と
、
18
年
判
決
で
は
本
決
定
と
同
じ

く
養
殖
魚
を
目
的
動
産
と
し
て
い
た
が
、
本
決
定
で
は
、
養
殖
魚
だ
け
で
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な
く
養
殖
施
設
も
目
的
動
産
で
あ
っ
た
。
決
定
文
で
の
言
及
順
も
養
殖
施

設
が
先
で
あ
り
、
こ
れ
は
在
庫
商
品
で
は
な
く
企
業
活
動
自
体
を
担
保
と

す
る
意
図
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
漁
業
財
団
抵
当
あ
る
い
は
企

業
担
保
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
が
本
件
譲
渡
担
保
契
約
の
目
的
と
考
え
ら
れ

る
（
以
下
、
仮
に
「
ミ
ニ
企
業
担
保
」
と
記
す
）。
本
決
定
は
、
抗
告
人

が
用
い
た
か
ら
か
、
一
般
的
に
及
び
18
年
判
決
も
使
う
「
集
合
動
産
」
で

は
な
く
当
初
よ
り
「
集
合
物
」
譲
渡
担
保
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
判
決
文

か
ら
直
接
に
見
出
せ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
以
上
の
観
点
か
ら
は
、
本
決

定
の
集
合
物
は
、
ま
さ
に
「
価
値
を
担
保
と
し
て
把
握
」
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
客
体
は
総
財
産
で
あ
り
、
代
替
的
に
生
じ
る
債
権
に
も
初
め
か

ら
効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
は
固
定
化
も
必
要
な
い
。
な
お
、

「
集
合
物
」
譲
渡
担
保
を
ミ
ニ
企
業
担
保
と
し
て
理
解
す
る
と
し
て
も
、

採
用
さ
れ
た
法
形
式
は
集
合
動
産
の
譲
渡
担
保
で
あ
る
か
ら
、
債
権
に
効

力
を
及
ぼ
す
手
法
と
し
て
は
物
上
代
位
と
な
り
、
こ
れ
は
、
執
行
の
一
形

態
と
し
て
の
物
上
代
位
で
あ
る（９）

。

以
上
の
理
解
は
、
特
に
流
動
動
産
譲
渡
担
保
が
、
一
方
で
一
般
先
取
特

権
・
企
業
担
保
権
、
他
方
で
特
定
動
産
譲
渡
担
保
の
両
方
の
性
格
を
共
に

す
る
部
分
を
有
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る（10）

。
な
お
、
固
定
化
は

不
要
と
し
て
も
、
本
決
定
は
譲
渡
担
保
権
の
消
滅
に
触
れ
な
い
た
め
、
実

行
後
の
物
上
代
位
を
更
に
認
め
る
に
は
、
集
合
物
を
対
象
と
す
る
権
利
の

特
質
と
し
て
、
部
分
実
行
・
複
数
回
実
行
が
可
能
な
一
個
の
権
利
と
解
さ

な
い
と
整
合
性
が
と
れ
な
い（11）

。

（２）

保
険
金
へ
の
効
力

物
上
代
位
に
つ
い
て
は
、
動
産
売
買
先
取
特
権
の
よ
う
に
追
及
力
喪
失

と
の
引
換
え
が
原
則
形
態
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
抵
当
目
的
不

動
産
の
賃
料
債
権
へ
の
物
上
代
位
を
き
っ
か
け
に
、
代
償
的
債
権
と
派
生

的
債
権
で
分
け
て
考
え
、
ま
た
、
賃
料
債
権
に
お
い
て
は
物
の
交
換
価
値

を
把
握
す
る
手
法
と
い
う
観
点
が
、
第
三
者
に
よ
る
不
法
行
為
に
基
づ
く

損
害
賠
償
に
お
い
て
は
担
保
物
件
の
物
理
的
回
復
と
い
う
観
点
が
、
求
め

ら
れ
て
お
り
、
各
担
保
権
及
び
担
保
契
約
に
お
け
る
設
定
者
の
権
限
及
び

代
位
の
対
象
と
な
る
金
銭
の
性
質
毎
に
物
上
代
位
を
再
考
す
る
必
要
が
あ

る（12）

。
で
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
集
合
物
及
び
保
険
金
は
ど
の
よ
う
に
関
わ

る
の
か
。

繰
り
返
す
が
、
集
合
物
を
目
的
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
設
定
者
に

よ
る
通
常
の
営
業
時
に
お
け
る
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
の
処
分
に
つ
い
て

は
、
追
及
効
も
物
上
代
位
も
否
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
仮
に
、
ミ
ニ
企
業

担
保
と
し
て
債
権
が
当
初
か
ら
把
握
さ
れ
て
い
る
と
解
し
て
も
同
様
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
集
合
物
に
お
け
る
物
上
代
位
不
可
が
設
定
者
の
処

分
権
限
と
い
う
性
質
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、
集
合
物
に
お
け
る
保
険
契

約
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
れ
ば
、
保
険
金
へ
の
物
上
代
位
の
可
否
を
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

設
定
者
の
担
保
価
値
維
持
義
務
の
履
行
確
保
方
法
を
考
え
た
場
合
、
間

接
強
制
で
は
実
効
性
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
、
物
権
の
問
題
と
し
て
、
価
値

の
連
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
物
上
代
位
の
形
式
を
採
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
担
保
価
値
維
持
義
務
の
強
制
方
法
と
し
て
機
能
す
る
。
し
か
し
、
設
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定
者
の
処
分
権
限
が
前
提
で
あ
る
か
ら
、
譲
渡
担
保
権
者
の
価
値
把
握
の

実
現
は
、
設
定
者
が
自
発
的
に
行
う
担
保
価
値
維
持
義
務
の
履
行
＝
動
産

の
補
充
の
み
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
保
険
契
約
は
、
動
産
の
滅

失
時
に
資
金
不
足
で
補
充
が
困
難
と
な
る
場
合
に
備
え
た
設
定
者
の
具
体

的
自
衛
策
で
あ
り
、
動
産
の
補
充
自
体
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
自
衛
と
し
て
の
保
険
契
約
は
要
請
さ
れ
、
担
保
権
者
も
契
約
締
結
を

求
め
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
設
定
者
に
保
険
契
約
締
結
義
務
ま
で
導

け
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
営
業
の
継
続
の
た
め
の
保
険
に
つ
い
て

は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
以
上
に
、
設
定
者
に
取
得
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
か
ら
、
担
保
権
者
の
効
力
が
及
ば
な
い
こ
と
が
原
則
と
な
り
そ

う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
本
決
定
の
大
前
提
の
原
則
部
分
の
理
由
を
（１）
で
述
べ
た
よ

う
に
価
値
枠
的
に
理
解
す
る
と
、
本
決
定
は
、
特
定
の
個
別
動
産
に
対
す

る
保
険
で
は
な
く
、
代
謝
し
入
れ
替
わ
る
動
産
が
あ
る
時
点
で
滅
失
し
た

場
合
に
対
す
る
保
険
で
あ
る
か
ら
、
保
険
の
対
象
も
価
値
枠
で
あ
り
、
譲

渡
担
保
権
者
が
把
握
す
る
価
値
枠
の
代
替
物
と
し
て
、
保
険
金
に
も
効
力

が
及
ぶ
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
個
々
の
動
産
へ
の
保
険
金
で
は
な
い

か
ら
固
定
化
も
必
要
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
高
裁
は
、
把
握
の
対
象

は
目
的
動
産
の
価
値
で
あ
り
、
集
合
物
の
価
値
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
設
定
者
に
保
険
契
約
締
結
義
務
ま
で
導
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
保
険
金
に
対
し
て
政
策
的
に
判
断
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

「
目
的
動
産
の
価
値
を
把
握
す
る
」
と
の
表
現
は
単
に
集
合
物
の
内
実
を

説
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
、
集
合
物
を
客
体
と
す
る
場
合

に
お
い
て
、
特
定
動
産
を
目
的
物
と
す
る
場
合
と
同
様
に
保
険
金
請
求
権

に
効
力
が
及
ぶ
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
特
に
ミ
ニ
企
業
担
保
的
に
解
し
た
場
合
、
営
業
の
継
続
の
た
め

の
保
険
契
約
は
、
滅
失
物
（
価
値
）
を
補
完
し
企
業
活
動
を
継
続
す
る
た

め
に
ま
さ
に
企
業
活
動
の
一
環
と
し
て
契
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

上
で
、
受
領
し
た
保
険
金
の
使
途
―
補
充
の
原
資
か
、
返
済
に
回
す
か
―

は
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
設
定
者
に
よ
る
経
営
判
断
で
あ
る
か
ら
、
担
保

権
者
が
関
与
す
る
問
題
で
は
な
い（13）

。
し
た
が
っ
て
、
企
業
価
値
自
体
を
担

保
に
供
す
る
場
合
に
は
効
力
が
及
ぶ
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
営
業
が
継
続

す
る
限
り
は
担
保
権
者
の
行
使
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
立
論
に
な
る
。
こ

の
場
合
、
担
保
価
値
維
持
の
方
法
選
択
及
び
実
践
と
い
う
点
か
ら
も
、
保

険
金
請
求
権
は
営
業
を
実
施
す
る
設
定
者
に
取
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る（14）

。

た
だ
し
、
不
適
切
な
経
営
判
断
に
つ
い
て
は
担
保
権
者
に
よ
る
拒
否
権
的

な
関
与
・
介
入
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
は
（４）
で
後
述
す
る
。

（３）

物
上
代
位
権
の
行
使
が
許
さ
れ
る
基
準

原
審
は
、「
金
銭
等
に
変
形
」、「
金
銭
や
債
権
の
上
に
存
続
」
と
物
上

代
位
一
般
の
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、「
通
常
の
営
業
の

範
囲
内
の
処
分
」
を
基
準
と
し
て
用
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
裁
は

「
通
常
の
営
業
を
継
続
」
を
基
準
と
し
て
用
い
る
。
確
か
に
、
通
常
の
営

業
の
継
続
が
な
い
場
合
に
当
該
処
分
が
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
か
否
か
の

確
認
は
無
意
味
で
あ
る
か
ら
、
両
基
準
は
軌
を
一
に
す
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
動
産
の
補
充
が
必
要
と
い
う
点
で
は
売
却
金
も
保
険
金
も
同



広島法学　35 巻１号（2011 年）－86

じ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
処
分
と
は
事
実
行
為
で
あ
れ
法
律
行
為
で

あ
れ
、
設
定
者
の
意
思
に
基
づ
く
行
為
で
あ
り
、
第
三
者
や
天
災
に
よ
る

「
事
故
」
の
事
例
に
対
し
て
「
処
分
」
と
同
じ
基
準
を
用
い
る
の
は
適
切

で
は
な
い
。

本
決
定
で
は
、
他
の
代
替
物
一
般
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
明
確
に
「
保

険
金
」
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
。
想
定
さ
れ
る
事
故
に
対
す
る
自
衛
策
は
、

設
定
者
に
と
っ
て
も
担
保
権
者
に
と
っ
て
も
営
業
の
継
続
を
図
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
営
業
用
の
保
険
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
高
裁
は
、

価
値
枠
説
あ
る
い
は
ミ
ニ
企
業
担
保
と
し
て
も
、
（２）
で
述
べ
た
保
険
金
と

担
保
価
値
維
持
義
務
の
関
係
か
ら
営
業
の
継
続
を
基
準
と
し
た
と
解
さ

れ
、
本
件
で
は
、
設
定
者
の
廃
業
に
よ
っ
て
営
業
の
継
続
の
た
め
の
保
険

が
目
的
を
達
し
得
な
い
こ
と
が
重
要
な
点
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
幾
つ
か
の
問
題
が
残
さ
れ
る
。
ま
ず
、
営
業
の
継
続
の
有

無
は
、
ど
の
時
点
で
判
断
さ
れ
る
の
か
。
例
え
ば
本
件
で
も
事
故
後
廃
業

前
に
直
ち
に
保
険
金
を
請
求
し
て
い
れ
ば
、
物
上
代
位
は
否
定
さ
れ
そ
う

で
あ
る
。
次
に
、
営
業
の
継
続
の
判
断
は
、
本
決
定
の
大
前
提
に
続
く
事

実
判
断
の
部
分
に
よ
る
と
、単
に
営
業
の
廃
止
を
決
定
す
る
に
留
ま
ら
ず
、

営
業
を
継
続
す
る
余
地
が
な
い
こ
と
ま
で
必
要
な
よ
う
に
読
め
る
。
18
年

判
決
の
よ
う
に
譲
渡
担
保
の
目
的
動
産
が
養
殖
魚
の
み
で
あ
れ
ば
、
譲
渡

担
保
権
実
行
後
も
養
殖
施
設
は
残
る
た
め
営
業
を
継
続
す
る
余
地
が
あ

り
、
物
上
代
位
は
で
き
な
い
の
か
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
単
に
決
定
打
と

し
て
指
摘
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
。
さ
ら
に
、
特
に
今
回
は
譲
渡
担
保
権

の
実
行
に
よ
る
養
殖
施
設
の
売
却
が
営
業
の
廃
止
に
と
ど
め
を
刺
し
て
い

る
。
本
決
定
で
は
、
い
わ
ゆ
る
目
的
物
本
体
へ
の
実
行
を
物
上
代
位
の
要

件
と
す
る
か
の
よ
う
な
点
は
全
く
窺
わ
れ
な
い
が
、
本
体
実
行
後
で
な
け

れ
ば
物
上
代
位
が
で
き
な
い
と
す
る
の
は
、
営
業
の
継
続
と
い
う
趣
旨
に

適
合
的
で
は
あ
る（15）

。

（４）

特
約
及
び
「
特
段
の
事
情
」
の
意
味

最
高
裁
の
挙
げ
る
「
直
ち
に
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

合
意
」
を
文
字
ど
お
り
に
解
す
る
と
、
客
体
の
範
囲
あ
る
い
は
債
権
の
先

行
譲
渡
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
な
り
、
営
業
の
継
続
と
い
う
観
点
か
ら
保
険

金
へ
の
物
上
代
位
権
の
行
使
を
制
限
し
た
趣
旨
は
没
却
さ
れ
る
。
ま
た
、

担
保
権
者
は
設
定
者
に
よ
る
担
保
価
値
維
持
義
務
の
実
践
を
自
ら
妨
害
し

て
い
る
に
等
し
い
か
ら
、
文
字
ど
お
り
の
理
解
は
妥
当
で
は
な
い
。

本
稿
で
理
解
し
た
最
高
裁
の
趣
旨
を
生
か
し
て
考
え
る
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。
保
険
事
故
が
発
生
し
保
険
金
請
求
権
が
生
じ
た
と
し
て
も
保
険

契
約
者
で
あ
る
設
定
者
が
請
求
の
意
思
表
示
を
す
る
か
否
か
は
別
問
題
で

あ
り
、
今
回
も
請
求
が
遅
れ
て
い
る
。
集
合
物
の
価
値
維
持
に
資
す
る
た

め
、
あ
る
い
は
企
業
活
動
を
維
持
す
る
た
め
に
設
定
者
に
保
険
金
を
取
得

さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
担
保
権
者
に
は
担

保
価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
、
集
合
物
の
価
値
あ
る
い
は
企
業
活
動
を
保

全
す
る
利
益
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
は
、
上
記
合

意
は
、
保
険
金
の
請
求
を
迅
速
に
行
い
、
担
保
価
値
の
維
持
に
資
す
る
よ

う
に
代
位
行
使
を
認
め
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
設
定
者
が

経
営
判
断
と
し
て
保
険
金
に
よ
る
弁
済
を
承
認
す
る
場
合
を
除
き
、
担
保



87－ 譲渡担保が設定された集合物が滅失し、設定者が廃業した後の譲渡担保権者による保険金請求権に対する物上代位（田村）

権
者
は
通
常
の
営
業
が
継
続
す
る
間
は
保
険
金
を
弁
済
に
充
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
仮
に
、
物
上
代
位
を
担
保
価
値
維
義
務
の
強
制
履
行
的
に
理

解
し
て
も
、
譲
渡
担
保
権
者
は
、
受
領
し
た
金
銭
を
原
資
と
し
て
経
営
の

継
続
の
た
め
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
設
定
者
に
求
め
得
る
に
過
ぎ
な

い
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
原
則
と
効
力
の
修
正
と
特
段
の
事
情
は
矛
盾

し
な
い
。

五
　
お
わ
り
に

本
決
定
は
、
集
合
物
が
客
体
の
と
き
は
目
的
動
産
の
価
値
を
把
握
す
る

こ
と
を
根
拠
に
、
保
険
金
に
は
原
則
と
し
て
効
力
が
及
ぶ
こ
と
、
修
正
と

し
て
通
常
の
営
業
の
継
続
中
は
譲
渡
担
保
権
者
は
物
上
代
位
権
を
行
使
で

き
な
い
こ
と
、
を
述
べ
た
。
設
定
者
に
個
々
の
動
産
の
処
分
権
限
が
あ
る

と
し
て
も
、
11
年
決
定
は
設
定
者
の
破
産
、
本
決
定
は
廃
業
と
い
う
、
債

権
回
収
機
能
を
発
揮
す
る
場
面
に
お
い
て
譲
渡
担
保
権
者
の
物
上
代
位
を

認
め
た
点
で
は
共
通
す
る
。
も
っ
と
も
、
本
件
で
は
集
合
物
の
性
質
と
そ

の
保
険
及
び
廃
業
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
た
め
射
程
は
限
ら
れ
て
お

り
、
特
に
売
却
代
金
・
損
害
賠
償
債
権
に
対
す
る
物
上
代
位
の
可
否
、
可

能
と
し
て
も
原
則
と
修
正
及
び
そ
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
本
決
定
か

ら
直
接
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
本
決
定
は
、
担
保
契
約
と
し
て
当
事
者
間
の
問
題
で
あ
り
、
保

険
金
請
求
権
に
対
し
て
第
三
者
が
競
合
し
た
場
合
の
問
題
は
白
紙
で
あ
る

と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
第
三
者
の
出
現
を
防
止
す
る
た
め
に
、
譲
渡
担

保
権
者
が
保
険
金
債
権
に
つ
き
先
行
し
て
譲
渡
契
約
あ
る
い
は
質
権
を
設

定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
過
剰
担
保
・
解
放
請
求
の
問
題
が

生
じ
る
。
ま
た
、
第
三
者
と
競
合
し
た
場
合
、
物
上
代
位
に
つ
き
、
抵
当

権
に
関
す
る
最
判
平
10
年
１
月
30
日
民
集
52
巻
１
号
１
頁
は
登
記
で
、
動

産
売
買
先
取
特
権
に
関
す
る
最
判
平
17
年
２
月
22
日
民
集
59
巻
２
号
314
頁

は
第
三
債
務
者
へ
の
通
知
で
決
す
る
。
譲
渡
担
保
に
つ
い
て
は
登
記
制
度

と
占
有
改
定
が
あ
り
、
形
式
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
す
る
も
の
の
、
集

合
動
産
譲
渡
担
保
の
性
質
（
効
力
）
決
定
と
被
代
位
債
権
毎
の
整
理
・
検

討
が
先
決
問
題
と
考
え
る
。

（１）

吉
田
光
碩
「
批
判
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
１
０
１
４
号
48
頁
が
信
用
状
取
引
を

踏
ま
え
検
討
す
る
。
そ
の
他
、
注
５
に
挙
げ
る
評
釈
が
あ
る
。

（２）

不
動
産
に
関
す
る
平
成
18
年
２
月
７
日
民
集
60
巻
２
号
４
８
０
頁
、
動
産

に
関
す
る
平
成
18
年
７
月
20
日
民
集
60
巻
６
号
２
４
９
９
頁
及
び
同
日
付
の

金
融
・
商
事
判
例
１
２
５
２
号
10
頁
で
あ
る
。
不
動
産
の
法
性
決
定
に
つ
い

て
は
、
鳥
谷
部
茂
「
不
動
産
譲
渡
担
保
の
認
定
と
効
力
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
８
４
９
号

23
頁
。
動
産
の
法
性
決
定
に
つ
い
て
は
、
森
田
修
「
最
高
裁
判
所
民
事
判
例

研
究
」
法
学
協
会
雑
誌
１
２
４
号
２
５
９
８
頁
（
同
２
６
０
９
貢
は
、
処
分

権
限
の
合
意
は
確
認
に
過
ぎ
ず
、
設
定
者
の
処
分
権
限
は
本
来
的
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
）。

（３）

本
件
で
も
金
融
機
関
は
農
林
中
央
金
庫
で
あ
る
。
平
成
18
年
判
決
は
宮
崎
、

本
件
は
熊
本
で
あ
り
、
九
州
で
は
、
養
豚
な
ど
で
も
集
合
動
産
譲
渡
担
保
が

積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（４）

金
融
・
商
事
判
例
１
３
５
６
号
10
頁
。
な
お
、
原
審
等
の
本
稿
で
言
及
す

る
情
報
も
同
紙
に
よ
る
。
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（５）

個
別
動
産
へ
の
追
及
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
引
換
え
に
物
上
代
位
権
を
肯

定
（
松
岡
久
和
「
時
の
判
例
」
法
学
教
室
２
３
２
号
１
１
３
頁
）、
営
業
の
通

常
の
過
程
で
行
わ
れ
る
場
合
は
否
定
（
山
野
目
章
夫
「
譲
渡
担
保
権
に
基
づ

く
物
上
代
位
」
民
法
判
例
百
選
Ⅰ
﹇
第
５
版
新
法
対
応
補
正
版
﹈
２
０
３
頁
）、

集
合
動
産
譲
渡
担
保
権
へ
の
物
上
代
位
の
可
否
は
包
括
担
保
の
許
容
と
い
う

政
策
的
な
判
断
が
要
求
さ
れ
、
動
産
売
買
先
取
特
権
に
き
わ
め
て
類
似
し
た

11
年
決
定
と
は
物
上
代
位
の
可
否
を
一
律
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
角

紀
代
恵
「
判
批
」
金
融
法
務
事
情
１
５
８
８
号
46
頁
）。

（６）

山
野
目
・
前
掲
は
、「
第
三
者
の
不
法
行
為
に
よ
り
滅
失
・
損
傷
が
生
じ
た

場
合
は
、
譲
渡
担
保
に
関
し
所
有
権
的
構
成
に
立
ち
つ
つ
専
ら
譲
渡
担
保
権

者
に
損
害
賠
償
債
権
が
帰
属
す
る
考
え
方
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
設
定
者

が
賠
償
請
求
を
な
し
え
な
い
と
す
る
帰
結
を
妥
当
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

設
定
者
こ
そ
が
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
し
、
譲
渡
担
保
権
者
は
、
そ
の
上

に
被
担
保
債
権
の
限
度
で
物
上
代
位
を
な
し
得
る
に
と
ど
ま
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
た
上
で
、
被
保
険
利
益
は
所
有
権
者
で
な
け
れ
ば
認

め
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
点
を
指
摘
し
つ
つ
、
損
害
保
険
金
請
求
権
も
同
様

と
さ
れ
る
。

（７）

法
的
構
成
の
問
題
に
つ
い
て
、
既
に
下
森
教
授
は
、「『
集
合
物
』
の
『
譲

渡
』
担
保
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
実
質
的
に
は
、
債
務
者
の
所
有
す
る
一

般
財
産
・
責
任
財
産
中
、
設
定
契
約
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
特
定
範
囲
の
責
任

財
産
（
通
常
は
動
産
や
債
権
）
に
つ
き
、
実
行
時
に
当
該
範
囲
内
に
存
在
す

る
複
数
の
目
的
物
の
何
れ
か
ら
も
、
被
担
保
債
権
を
満
足
さ
せ
る
に
必
要
な

範
囲
内
に
お
い
て
、
共
同
し
て
あ
る
い
は
包
括
的
に
優
先
弁
済
を
う
け
う
る

と
い
う
担
保
契
約
と
い
え
よ
う
。」
と
し
、
集
合
物
及
び
譲
渡
と
い
う
法
的
構

成
は
民
法
典
上
の
諸
制
約
か
ら
用
い
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
概
念
で
あ
り
、

実
態
に
即
し
た
要
件
と
効
果
の
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
端
的
に
流
動
動
産
担

保
・
流
動
債
権
担
保
・
及
び
両
者
を
総
称
す
る
流
動
財
産
担
保
と
名
付
け
ら

れ
て
い
る
（
下
森
定
『
物
権
法
重
要
論
点
研
究
』
酒
井
書
店
（
１
９
９
３
年
）

１
２
０
頁
）。
な
お
、
物
上
代
位
は
原
則
的
に
は
認
め
る
必
要
が
な
く
、
例
外

的
に
問
題
と
す
れ
ば
足
り
る
と
す
る
（
同
１
２
５
頁
）。

（８）

い
わ
ゆ
る
二
重
帰
属
の
問
題
と
し
て
、
個
別
動
産
は
客
体
で
は
な
い
と
す

る
と
効
力
が
及
ば
な
い
の
で
個
別
動
産
の
代
替
物
へ
の
物
上
代
位
は
理
論
的

に
は
あ
り
得
な
い
。

（９）

執
行
の
一
形
態
と
考
え
る
場
合
は
被
担
保
債
権
の
弁
済
期
が
重
要
に
な
る
。

（10）

山
野
目
章
夫
「
流
動
動
産
譲
渡
担
保
の
法
的
構
成
」
法
律
時
報
65
巻
９
号

22
頁
。

（11）

賃
貸
物
件
で
あ
る
建
物
に
対
す
る
抵
当
権
に
お
い
て
、
建
物
本
体
の
実
行

完
了
後
に
、
被
担
保
債
権
全
額
に
充
た
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
改
め
て
賃
料

債
権
へ
の
物
上
代
位
は
可
能
な
の
か
。
こ
の
点
、
集
合
動
産
譲
渡
担
保
は
、

１
つ
の
集
合
物
を
客
体
と
す
る
と
は
い
え
、
共
同
抵
当
に
準
じ
て
考
え
る
可

能
性
が
あ
ろ
う
。

（12）

第
三
者
に
よ
る
不
法
行
為
に
つ
き
、
田a

貴
「
担
保
権
侵
害
に
よ
る
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
一
考
察
―
所
有
権
侵
害
に
対
す
る
救
済
と
の
調
整
の

見
地
か
ら
」
法
政
論
集
２
２
７
号
３
４
１
頁
。
同
３
４
９
頁
は
、「
抵
当
権
者

が
、
第
三
者
か
ら
の
賠
償
金
を
丸
ご
と
持
っ
て
い
く
こ
と
で
所
有
者
が
再

築
・
修
補
の
た
め
の
賠
償
金
を
受
領
で
き
な
く
な
る
の
は
、
弁
済
期
前
に
は

所
有
者
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
は
ず
の
使
用
収
益
権
限
を
所
有
者
か
ら
奪
う

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
る
。
な
お
、
同
論
文
に
は
、
諸
外
国
に
お

け
る
抵
当
権
者
の
物
上
代
位
に
つ
き
、
保
険
金
に
関
す
る
条
文
・
取
扱
い
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
（
同
３
４
６
頁
）。



89－ 譲渡担保が設定された集合物が滅失し、設定者が廃業した後の譲渡担保権者による保険金請求権に対する物上代位（田村）

（13）

全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合
会
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
、
共
済
金
の
使
途
は
、
借

入
金
の
返
済
（
33
・
２
％
）、
購
買
代
金
の
精
算
（
27
・
６
％
）、
生
活
費
へ

の
充
当
や
そ
の
他
の
支
払
（
12
・
１
％
）、
資
材
・
機
器
の
購
入
（
10
・
３
％
）、

共
済
掛
金
等
の
支
払
や
貯
金
（
9.3
％
）、
乗
組
員
の
給
与
の
支
払
（
7.5
％
）
と

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（14）

譲
渡
担
保
権
者
と
設
定
者
の
何
れ
が
所
有
者
か
と
い
う
問
題
と
は
直
結
し

な
い
。
ま
た
、
保
険
料
の
対
価
と
し
て
の
保
険
金
に
も
親
和
的
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
第
三
者
に
よ
る
不
法
行
為
と
異
な
り
、
担
保
権
侵
害
で
は
な
く
被
保

険
利
益
の
問
題
で
あ
り
、
請
求
先
の
無
資
力
も
原
則
考
え
な
く
て
よ
い
。

（15）

本
決
定
が
用
い
る
「
通
常
の
営
業
」
が
、
大
前
提
に
続
く
事
実
判
断
部
分

の
「
本
件
養
殖
施
設
及
び
本
件
養
殖
施
設
内
の
養
殖
魚
を
用
い
た
営
業
」、

「
目
的
動
産
を
用
い
た
営
業
」
に
対
応
す
る
た
め
、
養
殖
施
設
が
残
る
限
り
、

特
に
ミ
ニ
企
業
担
保
と
し
て
考
え
た
場
合
、
通
常
の
営
業
が
維
持
さ
れ
て
い

る
と
解
す
る
可
能
性
が
あ
る
。


